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あ
わ
た
だ
し
き
　
歳
か
さ
ね
来
つ
　
い
ま
迎
ふ
る

　
A
フ
年
は
い
か
に
　
あ
ら
む
と
す
ら
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牧
水

春
雄
叫
飾

越
水
か
る
た
貯
金

　
春
を
呼
ぶ
恒
例
の
牧
水
か
る
た
大

会
が
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
静
ま
り
か
え
っ
た
会
場
で
は
緊
張

感
の
中
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

（
3
ベ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

ζ
一

頚　　一　　　　、
人口5，473人（△D

　男　　2，595人（△2）

　女2，878人（1）
世帯数　1．708戸（　8）

　平成9年1月1日置
3。　　　　（）は想前月比　　、

「町報とうこう」は再生紙を使用しています



蠣8ご・う②

詩勿暴風の春
．
慰

　
り
　
　
　
り

凛
々

一
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
で

そ
ー
マ
艶
や
伽
に

　
養
讐
鷺
奪
．

　
一
月
西
日
、
町
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
で
新
成
人
を
祝
う
式
典
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
本
町
出
身
者

で
、
今
年
度
成
人
を
迎
え
た
九
十
五

名
中
七
十
五
名
（
男
三
十
四
名
、
女
四

十
一
名
）
が
出
席
し
、
中
に
は
正
月
休

み
で
帰
省
し
て
い
た
出
席
者
も
多

く
、
久
し
ぶ
り
の
友
人
と
の
再
会
を

喜
び
合
う
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
男

性
の
真
新
し
い
ス
ー
ツ
を
着
て
ネ
ク

タ
イ
を
き
り
り
と
締
め
た
凛
々
し
い

姿
と
、
女
性
の
晴
れ
着
に
身
を
包
ん

だ
艶
や
か
な
様
子
が
と
て
も
印
象
的

で
し
た
。

　
式
典
で
は
新
成
人
者
を
代
表
し
て

福
瀬
の
椎
田
洋
志
さ
ん
と
迫
野
内
の

池
田
美
代
子
さ
ん
に
成
人
証
書
と
記

▲誓いの言葉を述べる寺原仲子さん

▲意見発表を行った三原正広さん

念
品
が
木
村
映
一
町
長
か
ら
授
与
さ

れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
町
長
を
は
じ

め
多
数
の
来
賓
の
方
々
か
ら
「
変
革

の
時
代
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
時

代
を
十
分
認
識
さ
れ
、
二
十
一
世
紀

の
中
核
と
し
て
の
誇
り
と
責
任
を

持
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
力
強

く
歩
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
お
祝
い
の

言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
対

し
、
小
野
田
の
寺
原
仲
子
さ
ん
が
「
成

人
の
日
の
意
義
を
し
っ
か
り
と
胸
に

刻
み
、
自
己
の
責
任
に
お
い
て
行
動

し
、
郷
土
の
発
展
の
た
め
に
最
善
を

つ
く
し
ま
す
。
」
と
誓
い
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
、
引
き
続
き
成
人
者

の
意
見
発
表
が
行
わ
れ
、
成
人
者
を

代
表
し
、
鶴
野
内
の
三
原
正
広
さ
ん

と
坪
谷
の
那
須
紀
佳
さ
ん
が
二
十
歳

を
迎
え
た
感
想
や
こ
れ
か
ら
の
夢
を

堂
々
と
発
表
し
、
成
人
式
を
し
め
く

く
り
ま
し
た
。

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲2111㈹まで〉

③競8ご’う

新の1町がわ

第
4
部
が
総
合
優
勝

選
一

　
　
タ
　
　
サ

　
平
成
九
年
消
防
出
初
め
式
が
、
　
　

月
五
日
半
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催

さ
れ
、
町
内
十
二
の
部
か
ら
二
百
七

十
五
名
の
消
防
団
員
が
出
動
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
あ
い
に
く
の

雨
に
た
た
ら
れ
、
身
を
切
る
よ
う
な

冷
た
さ
の
中
で
の
出
初
め
式
と
な
り

ま
し
た
が
、
団
員
は
真
剣
な
面
持
ち

で
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
の
姿
か
ら

は
緊
張
感
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。

　
午
前
八
時
、
降
り
し
き
る
雨
の

中
、
点
検
長
（
町
長
）
の
点
検
開
始
宣

言
の
後
、
本
部
か
ら
事
前
に
決
め
ら

れ
て
い
た
順
序
で
通
常
点
検
が
行
わ

れ
装
備
や
服
装
を
チ
ェ
ッ
ク
。
ま
た
、

小
隊
訓
練
で
は
、
規
律
正
し
い
動
き

　
　
　
　
　
　
r
、
了
、
κ
講
窒
㍉
、

門
鰹

∴
或
暁

▲点検を受ける団員

で
、
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
し

て
い
ま
し
た
。

　
点
検
終
了
後
、
場
所
を
役
場
下
の

河
原
に
移
し
「
火
災
ゼ
ロ
」
を
願
っ
た

一
斉
放
水
が
行
わ
れ
、
十
二
本
の
水

柱
と
ポ
ン
プ
の
エ
ン
ジ
ン
の
音
が
出

初
め
式
の
勇
壮
な
雰
囲
気
を
な
お

い
っ
そ
う
盛
り
立
て
て
い
た
よ
う
で

す
。審査結果

▲総合の部優勝の第4部

審査区分 優　勝 第2位 第3位

総合の部
第4部
i羽坂）

第10部

i田野）

第8部
i鶴野内）

操練の部 第4部 第10部
第2部
i福耳）

平成8年度
�法大会の部

|季大会）

第10部 第7部
i寺迫）

第8部

ふ
る
さ
と
の
尾
鈴
の
山
の
～

ノ
で
．
　
磐

　
　
ノ
コ
　
　
　
ノ
ぴ
　
　
　
　
か
は
　
　
　
ノ

　
第
二
十
二
回
を
数
え
る
牧
水
か
る

た
大
会
が
一
月
六
日
町
中
央
公
民
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
町

内
の
心
慰
・
中
学
校
か
ら
二
百
二
十

名
の
児
童
生
徒
が
参
加
し
、
熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
競
技
は
、
小
・
中
学
校
別
で
学
校

対
抗
戦
、
チ
ー
ム
対
抗
戦
、
個
人
戦
の

三
部
門
。
読
み
手
の
声
だ
け
が
響
く

静
け
さ
の
中
に
緊
張
感
が
漂
っ
て
い

ま
し
た
が
、
学
校
や
冬
休
み
中
に
練

習
を
積
ん
だ
各
学
校
の
代
表
だ
け

あ
っ
て
、
上
の
句
が
読
ま
れ
る
や
い

な
や
子
供
達
の
手
は
素
早
く
札
へ
伸

び
て
い
ま
し
た
。

　
入
賞
者
一
覧
（
個
人
戦
小
学
校
の

部
）最

優
秀
賞
　
水
野
里
沙
（
o
o
枚
）
坪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

小
、
優
秀
賞
　
直
野
大
誌
朗
（
9
9
枚
）

福
小
、
佐
藤
み
き
（
9
9
枚
）
越
小
、
黒

木
優
子
（
9
6
枚
）
東
小
、
和
田
浩
「

（
9
6
枚
）
坪
小
、
寺

田
由
加
（
9
5
枚
）
坪

小
、
甲
斐
華
栄
（
9
5

枚
）
越
小

（
個
人
戦
中
学
校
の

部
）優

秀
賞
　
那
須
真

奈
美
（
9
9
枚
）
坪
中
、

桑
田
か
お
り
（
9
8

枚
）
東
中
、
川
口
小
百
合
（
9
8
枚
）
東

中

（
学
校
対
抗
戦
小
学
校
の
部
）

優
勝
　
坪
谷
小
　
2
位
東
郷

小
（
学
校
対
抗
戦
中
学
校
の
部
）

優
勝
　
東
郷
中
　
2
位
坪
谷
中

（
チ
ー
ム
対
抗
戦
小
学
校
の
部
）

優
勝
　
若
山
（
東
小
）
、
2
位
　
ド
ラ

ゴ
ン
（
東
小
）
、
3
位
　
ふ
る
さ
と

（
坪
小
）

（
チ
ー
ム
対
抗
戦
中
学
校
の
部
）

優
勝
　
似
事
悟
重
粉
（
東
中
）
、
2
位

カ
ス
（
坪
中
）
、
3
位
　
マ
ー
メ
イ
ド

（
東
中
）

’
“

ミ
㌧睡

読み手を勤めた
佐藤真奈美さん

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111㈹まで〉



鰯窄うご’う④

　
今
年
も
町
県
民
税
等
の
申
告
の
時

期
を
迎
え
ま
し
た
。

　
平
成
九
年
一
月
一
日
現
在
、
住
民

登
録
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
町
内
に

住
ん
で
い
る
人
は
、
前
年
】
年
間
に

得
た
所
得
を
申
告
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
申
告
は
、
二
月
十
二
日
か
ら
受
付

を
始
め
ま
す
。
各
地
区
ご
と
に
受
付

ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
会
場
で
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。
日
程
は
次
の
ペ
ー

ジ
の
と
お
り
で
、
期
限
は
三
月
十
四

日
で
す
。

所
得
の
な
い
人
も

申
告
し
て
く
だ
さ
い

　
こ
の
申
告
は
、
町
県
民
税
と
国
民

健
康
保
険
税
の
課
税
の
基
礎
と
な
り

ま
す
。

　
所
得
の
な
い
人
で
申
告
を
し
な

か
っ
た
場
合
、
扶
養
手
当
認
定
や
生

活
保
護
・
児
童
手
当
の
判
定
、
福
祉

年
金
の
受
給
、
幼
稚
園
や
保
育
所
の

入
所
な
ど
に
必
要
な
所
得
証
明
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
も
れ
な
く
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

申
告
の
要
領
は
…

　
申
告
の
と
き
持
参
す
る
も
の

①
田
畑
で
生
産
し
た
作
物
名
・
作
付

面
積
が
明
ら
か
な
も
の

②
農
作
物
（
椎
茸
、
み
か
ん
、
米
、
柿
、

栗
、
野
菜
等
）
の
収
量
や
販
売
金
額
を

証
明
す
る
も
の
。
（
出
荷
証
明
書
）

③
養
蚕
の
繭
売
り
渡
し
精
算
書
（
各

．
蚕
期
別
）

④
肉
用
害
の
セ
リ
市
場
に
お
け
る
売

り
渡
し
証
明
書
。
（
百
万
円
未
満
の
子

牛
に
つ
い
て
は
、
家
畜
市
場
の
売
却

証
明
書
が
あ
れ
ば
免
税
所
得
、
証
明

書
が
な
い
と
き
は
課
税
所
得
で
す
。
）

⑤
出
稼
ぎ
や
日
稼
ぎ
を
し
て
い
る
人

は
、
事
業
主
か
ら
の
賃
金
等
の
支
払

い
証
明
書
。
（
給
与
支
払
い
報
告
書
の

出
て
い
る
人
は
不
要
で
す
。
）

⑥
各
種
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
は

平
成
八
年
中
の
源
泉
徴
収
票
か
年
金

支
払
い
通
知
書
。

⑦
土
地
や
建
物
の
譲
渡
、
立
木
の
売

却
、
貸
し
平
等
の
あ
る
人
は
、
収
入
・

支
出
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
。
（
公
共

用
地
の
買
収
に
よ
る
補
償
の
場
合
も

必
ず
申
告
し
て
く
だ
い
。
）

⑧
そ
の
他
所
得
の
あ
る
人
は
収
支
の

明
ら
か
な
も
の
。
（
家
計
簿
・
日
記
・

ノ
ー
ト
類
）

⑨
平
成
八
年
中
に
支
払
っ
た
も
の
の

う
ち
必
要
経
費
に
参
入
さ
れ
る
も
の

（
農
機
具
・
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
等
の

購
入
費
、
雇
入
費
、
土
地
改
良
費
、
交

際
費
、
高
熱
水
平
、
事
業
用
借
入
金
の

支
払
い
利
息
、
地
代
、
家
賃
等
）
の
領

収
書
。

⑩
平
成
八
年
中
に
支
払
っ
た
生
命
保

険
や
個
人
年
金
保
険
の
保
険
料
及
び

火
災
保
険
等
の
損
害
保
険
料
の
領
収

書
ま
た
は
支
払
い
証
明
書
。

⑪
印
鑑拶卿たの即身

　　　　　　　　　　な㊥藏爵当職
↑2

’

」，」1．

　
な
お
、
所
得
税
の
還
付
申
告
（
払

戻
し
請
求
）
を
す
る
人
は
、
源
泉
徴
収

票
を
、
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は

病
院
の
領
収
書
通
院
証
明
書
を
必
ず

税隠所

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
の
受
付

役
場
で
納
税
相
談
を
行
い
ま
す

2
月
2
0
（
木
）
日
～
2
1
日
（
金
）

　
平
成
八
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
は
、
二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
七

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
所
得
税
は
、
あ
な
た
自
身
が
正
し

く
所
得
を
計
算
し
、
税
金
を
計
算
し

て
納
付
す
る
申
告
納
税
制
度
を
と
っ

て
い
ま
す
。

　
本
町
で
は
次
の
日
程
で
納
税
相
談

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

▽
期
日
　
2
月
2
0
日
（
木
）
～
2
1
日

（
金
）

▽
時
間
　
午
前
9
時
～
午
後
4
時

▽
場
所
　
東
郷
町
中
央
公
民
館
2
階

【隔

ﾖ
ξ
、

0

壼

G

申
告
．
を
要
す
る
人

．
む

’

　
確
定
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
に
は
、
税
務
署
か
ら
申
告
用
紙
や

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
と
も
に
申
告
相
談

日
の
案
内
が
あ
り
ま
す
。
申
告
書
が

送
ら
れ
た
人
は
、
書
類
に
目
を
通
し
、

必
ず
指
定
さ
れ
た
日
に
申
告
を
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。

　
指
定
日
に
申
告
を
し
な
い
と
、
延

岡
税
務
署
ま
で
出
向
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
告
書
の
送
付
を
受
け
な

く
て
も
、
次
の
人
は
確
定
申
告
が
必

要
で
す
。

①
昨
年
中
の
所
得
の
合
計
額
が
基
礎

控
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
の
額

を
超
え
る
人
。

②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
給
与
の
年
収

が
二
千
万
を
超
え
る
人
や
、
給
与
所

得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
が
二
十

万
（
肉
用
牛
の
売
却
に
よ
る
免
税
所

得
を
含
む
）
を
超
え
る
人
。

③
給
与
所
得
者
で
、
ニ
カ
所
以
上
か

ら
給
与
の
支
払
い
を
受
け
て
い
る
人

で
、
年
末
調
整
を
さ
れ
な
か
っ
た
従

た
る
給
与
の
収
入
金
額
と
、
そ
の
他

の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
二
十
万
円

を
超
え
る
と
き
。

★田1報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲2111（14）まで〉

所
得
税
の

　
　
還
付
申
告

　　　　　　　⑤聯》弓ご’り

　
確
定
申
告
を
し
な
く
て
よ
い
人
で

も
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
金
や
予
定
納

町県民税・国民健康保険税申告相談日程表

税
を
し
た
税
金
が
納
め
す
ぎ
に
な
っ

て
る
人
は
、
還
付
を
受
け
る
た
め
の

申
告
書
を
提
出
事
す
る
が
で
き
ま

す
。
こ
の
申
告
書
は
、
二
月
十
五
日
以

前
で
も
税
務
署
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
か
ら
、
な
る
べ
く
早
め
に
申
告
し

て
税
金
の
還
付
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。
特
に
次
の
よ
う
な
人
は
税
金
が

納
め
す
ぎ
に
な
っ
て
い
な
い
か
ど
う

か
を
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

（
1
）
給
与
所
得
者
で
、
雑
損
控
除
や

医
療
費
控
除
、
寄
付
金
控
除
、
住
宅
取

得
等
特
別
控
除
、
政
党
等
寄
付
金
特

別
控
除
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
人
。（

2
）
平
成
八
年
の
中
途
で
退
職
し

た
後
就
職
し
な
か
っ
た
人
で
、
年
末

調
整
を
受
け
な
か
っ
た
人
。

（
3
）
退
職
所
得
の
あ
る
人
で
、
そ
の

所
得
を
含
め
て
申
告
す
る
こ
と
に
よ

り
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
に
つ
い

て
特
別
減
税
の
適
用
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
人
等
で
す
。

月日 曜 地区名 申告受付時間 該　　当　　組　　合 場　　　　　所

2／12 水 越　　表

9：30～11：30 中水流・田口八ツ山 越表生活改善センター

13：30～15：00 丁丁・一松露 児　洗　集　会　所

2／13 木 下渡川 10：00～11：00 区全域 下渡川地区集会施設

2／14 金 仲　　深

9：30～11：30 下仲瀬・久居原・下水流

13；00～15：00 深谷・野々崎
二品地区集落センター

2／17 月 坪　　谷

9：30～11：30 東石原・西石原・本村

13：00～15：00 赤井笠・上ノ原
坪谷地区多目的集会施設

火

9：30～11：30 仲崎・多武の木・瀬平
2／18 坪　　谷

13：00～15：00 市谷原・市谷川崎
坪谷地区多目的集会施設

2／20

@～

Q／21

木
～
金

町内全域

9：00～11：30

13：30～16：00

（所得税等確定申告関係者） 町中央公民館第4会議室

2／24 月 羽　　坂

9：30～11：30 井尻・深瀬・日ヶ道・樋田

13：0（〉～15：00 二野・羽坂・沖之水流・小長野
羽坂生活改善センター

9130～11：30 鹿瀬・西谷

※
申
告
期
間
中
役
場
税
務
課
職
員
は
地
域
に
出
向
き
ま
す
の
で
役
場
税
務
課
で
の
申
告
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
左
記
期
間
中
は
地
元
で
の
申
告
を
お
願
℃
ま
実

2／25 火 迫野内
13：00～15：00 東下・東上

迫野内地区多目的集会施設

迫野内 9：30～11：30 地内 迫野内地区多目的集会施設
2／26 水

八重原 13：30～15：00 区全域 八重原公民館

2／28 金 小野田

9：30～11：30 三下1、2・又中・又上・住宅

13：00～15：00 大谷・小野田1・2
町中央公民館第4会議室

3／3 月 鶴野内

9：30～11：30 前田・中水流・下村

13：00～15：00 山内・中山・住宅

鶴野内地区コミュニティセンター

鶴野内 9：30～11：30 大工野・丁丁 大工野地区集落センター
3／4 火

田　　野 13：30～15；30 区全域 田野地区集落センター

9：30～11：30 仲野原1・2
3／6 木 福　瀬

13：00～15：00 仲野原3・出口
仲野原営農研修施設

金 福　瀬

9：30～11：30 上村1・2・3
3／7

13：00～15：00 下村・鳥川
福　瀬　公　民　館

3／10 月

9：30～11：30 広瀬
〃

13：00～15：00 日田尾・鵜戸木
広瀬生活改善センター

3／11 火 寺　　迫

9：30～11130 庭田・長崎

13：00～15：00 中尾・吉牟田
吉牟田集会所

3／12 水 寺　　迫

9：30～11：30 寺迫・山ノロ

13：00～15：00 落穴
寺　迫　公　民　館

3／13

@～

R／14

木
～
金

町内全域 9：00～16：00
※各地区で申告できなかっ

@た者 町中央公民館

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111㈹まで〉



　　　　　　　サ⑦鞘ど弓ご’り

講まちのアルバム講
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鷺1

　　　　　　　新春初市

幽　平成9年丸太材の新春初市が、宮崎県森林組合連合会東

郷林産物流センターで開催されました。開会セレモニーの

後関係者約100名による三本締めの威勢のよいかけ声で

セリが始まりました。この日は盛況のうちに終了し、相場

は全体的にやや弱まったものの良質材は高値で取り引き

されていました。

　　　　　＿瀦ノ筆鱒

贈

新春交流・懇話会
1月10日囲

　　毎年恒例の新春交流・懇話会が町内の各種団体や企業の

　代表者の方の参加のもと、町総合文化センターで行われま

　した。

　　木村映一町長が新年のあいさつを述べた後懇話会に入

　りましたが、日頃から町と一体となって町づくりを進めて

　いる団体の代表者の皆さん方だけあって、今後の町政のあ

　り方や直面する課題の問題提起、その対応策など活発な意

…見が交わされ、意義ある懇話会となったようです。

’S、るさと市場初商

1月12日旧）

　この日、今年初めてのふるさと市場が開設されました。市場

では、朝早くから新鮮野菜や加工品などがたくさん並べられ、

訪れたお客さんは次々に買って行かれました。また、訪れた方

全員にぜんざいが振る舞われ、寒い朝でしたが身も心も温まる

初商となったようです。

　「今年も去年に負けないぐらい頑張って販売せんといかん

ね。」と当グループの会長である中野節子さんが今年の抱負を語

り、今年の意気込みを感じさせてくれました。

県　　町内の皆さん、今年もふるさと市場をどうぞご利用くだ

　　　さい。

一纏一調

r鍛礎；毒

・
夢
瓢
羅
．

二
黒
．
雛

卿
μ
ド

一
年
を
共
に
暮
ら
せ
し
友
逝
き
て

賑
い
し
こ
と
今
に
悔
や
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
鈴
子

出
雲
よ
り
迎
え
し
僧
の
法
を
聞
き

詠
歌
を
奉
じ
て
善
女
思
い
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
ピ
サ

黄
昏
の
弱
き
日
残
る
く
さ
は
ら
に

一
人
刈
り
た
る
草
を
背
負
い
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

秋
風
に
あ
わ
だ
ち
草
の
花
な
び
き

つ
く
る
人
な
き
食
足
り
し
今

　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
秋
男

原
生
の
自
然
の
い
ぶ
き
屋
久
島
の

森
の
静
寂
千
代
に
変
ら
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
衣
木
子

山
々
に
紅
葉
た
り
し
束
の
間
の

霜
の
降
り
来
て
色
の
提
せ
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
貞
代

鉱
石
を
掘
り
出
す
昔
に
思
い
馳
せ

古
び
し
見
立
の
家
並
み
を
行
く

　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
園
圃

晩
秋
の
奥
日
向
路
に
由
ひ
と
つ

燃
え
る
が
如
き
紅
に
逢
う

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

感
性
の
こ
も
れ
る
児
童
の
歌
優
し

素
直
な
表
現
わ
れ
も
学
ば
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

今
日
も
曇
る
計
る
る
こ
と
な
き
こ
の
日

頃
取
込
み
し
た
る
大
豆
乾
か
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
ト
メ
子

和
太
鼓
の
響
き
は
強
し
我
が
里
の

文
化
の
栄
願
う
如
く
に

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
忠
孝

山
肌
は
雪
の
覆
い
て
阿
蘇
の
嶺

朝
B
を
浴
び
て
白
く
輝
く

　
　
　
　
　
　
　
　
植
野
茂
樹

山
峡
の
霧
雨
ふ
か
き
街
並
に

ネ
オ
ン
の
一
つ
青
き
燈
め
き

　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市
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短
歌
尾
鈴
短
歌
会

　　　　　　　禦8ご’，⑥
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b
篇
附
響
旛
霧
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蛸
焼
繊
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懇
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嚇
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∴
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総
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三
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欺

砂
サ
に
刺
ぜ
妬
勧
慧
初
志
語
0
σ
傘
父
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X

畜
産
だ
よ
り

　
月
期
和
牛
仔
牛
郡
共
進
会
が
開

・
生
で
話
し
席
の
り
削
×
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
町
か
ら
五
頭
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
品
し
て
い
ま
す
。
成
績
は
次
の
と
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
去
勢
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（
仔
牛
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那
須
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哲
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号
　
二
等
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
稲
田
継
男
　
良
平
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二
等
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岡
村
増
義
　
光
武
福
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二
等
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谷
口
重
義
　
重
桜
号
　
二
等
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
団
体
成
績
六
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児
湯
郡
市
共
進
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雌
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
政
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よ
し
ま
ゆ
み
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
等
賞

X
苓
八
X
Y
八
Y
八
ざ
翼
Ω
異
⇔
Y
八
Y
八
菱
V
貫
⇔
Y
八
X
Y
八
V
瓦
⇔
Y
八
X
X
X
X
X
き
八
X
V
金
貸
V
八
X
V
八
V
八
X
Y
八
X
X
X
Y
ハ
Y
八
Y
八
Y
八
菱
X
V
人
X
V
八
Y
八
X
X
X
X
X
冒
Y
八
X
Y
八
X
Y
八
Y
八
X
V
登
ハ
Y
〈
X
X
X
X

子供達との出会い…　　伝えることの難しさ

　私は週に一度町内の各小学校を訪問しています。この小学校訪問は、私の仕事の中でもとても楽しく

価値のある仕事の一つです。しかし最初は、自分の日本語に自信を持っていなかったので、とても緊張

しましたし、自分の日本語が分からずにからかわれるのではと恐れていました。しかし、私の不安をよ

そに、子供達は私の片言の日本語をよく理解してくれました。また私にとても親切で興味を持ってくれ

ました。少数の男子児童が私の日本語の発音をからかいましたが、失礼な意味ではなく、私の発音が違

うことを教えるためでした。

　しかし、私は子供達と接する上で自分の持っている知識（例えばオーストラリアや中国のことなど）

をどう伝えればいいのか、どう教えればいいのか正直迷いました。私の国の学校にはいろいろな国から

来た子供達がいます。一つの教室の中に中国やインドやベトナムで生まれた子供達がいるのです。だか

ら、先生は他の国の文化や言葉を教えるとき、よく周りの生徒達や社会に出て活躍している人などを例

にあげて説明します。このようにオーストラリアではいつでもいろいろな国の人と会うことができま

す。しかし、東郷町では環境が違います。ほとんどの子供達は他の国の子供達と会うことがありません。

ですから他の国の子供達のことを紹介するのにどうずればいいのか大変悩みました。顔、言葉、食べ物

それぞれ違うのですが、日本の子供達と同じように友達と遊ぶのが好きで、見たり、聞いたり、笑った

りしているのです。東郷町では、オーストラリアや中国、アメリカなどの子供達との文通を計画してい

ますが、オーストラリアに帰ったら、この問題をぜひ研究したいと思います。

　小学校訪問の他に、毎月2回小学生と中学生に英語を教えています。英会話教室は私の大好きな時間

でもあります。1月に2時間の授業ですが、みんなが英語を覚える早さには驚かされます。最初の授業

である生徒に英語、日本語の両方で話しかけましたが一言もしゃべりませんでした。その生徒にとって

私は怖くて奇妙なものに見えたのでしょうか。最初の授業が終わり、もう次の教室には来ないだろうな

と思っていたのですが、その後も出席し続け、今では大きい声で質問にも答えるようになりました。私

は大変うれしく、もっともっと多くの子供達に英語を教えたいという自信にもつながりました。

　昨年末、小学生にアンケートをとりました。その中のいくつかを紹介します。

（小学校1～3年生）「たのしいから」「がいこくのひととしゃべりたいから」「ターニャ先生とおはな

しできるから」「だって中学校に行ったらえいこ

ならうもん」

（小学校4～6年生）

「いろんな国に行ったとき英語でしゃべりたい

し、書いてみたいから」「いろんな国の人と話し

て友達になりたい」「中学校で英語を習うから少

しでもできるように」

〉〈〉〈〉〈〉〈〉〈〉〈〉■〈）一〉〈〉〈〉〈〉〈〉〈×）一〉〈×〉〈〉〈〉〈〉＜
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蠣8ご’う⑧

　　灘　二見
☆★☆東郷幼稚園☆★☆

　　　　　　　おの
＼　　那須貴大くん（5歳）

薯　父：那須正治さん

　　　晶子さん
　○好きな食べ物は何ですか？

　　ぶどう
　　　きな　ぴは　ですかア

ρ。難1。。た、何。這

　　りたいですか。　　　　　1

　　サッカーの選手　　　　　1

　∴
　＿な糞　嚇
　癬攣　　　　納
　譜
暁姦繍

彌翻

N
幅
頓
・

　
　
　
　
　
　
劃

　

公

▲題「遠足で馬を見たよ」蝋
　小野田　住宅の

山口頒太くん（5歳）

父：山口　智さん

母：　　　ひとみさん

○好きな食べ物は何ですか？

　野菜

○好きな遊びは何ですか？

　お絵かき、ジャングルジム

○大きくなったら何になり

　たいですか。

　ボーリングの選手

る ＼
瓢

ξ

　’　7．r

　
認
　
。
癩

嶋

〆

㍉
写
　
／

〆

▲題「遠足で行った牧場」
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競　諭　鉱　 釜　 奄　 貧　一　繭　 鴛　Ω　 謂　ヨ●…　嫡　一　Ω

友好都市の話題
一　諭　識　一　6　翁　Ω　Ω　一　鞭　一　潮　潮　Ω　Ω

　　宜野湾市で

　　　日本一の門松

　宜野湾市の普天間地区で商

店街活性化協議会が「日本一

の門松」を作成しました。高

さ9m、直径3．3mと正に日

本一の門松は約2週間をかけ

て作られたそうです。そして

この門松に使われた150本の

竹は本町の橋口清さん方のも

のを送ったということでし

た。写真は普天間にお住まい

の仲村春孝さんから送ってい

ただいたものです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ　　　　　　　　　　　　　　　　　一φ9　　　　　　　　　　　　　　　　　ψψ　　　　　　　　　　　　　　　　ρ一　　　　　　　　　　　　　　　φひ　　　　　　　　　　　　　　ψ一　　　　　　　　　　　　　ゆ一　　　　　　　　　　　　φひ　　　　　　　　　　　　．一　　　　　　　　　　　ψ一　　　　　　　　　　ψ一　　　　　　　　　■φ　　　　　　　　ψφ　　　　　　　9φ　　　　　　　φひ　　　　　　ψひ　　　　　ψψ　　　　ψ9　　　一，　　ψひ　9◎　・ひψ←

④
画
圃
圃
国
◎

　
平
成
9
年
の
地
域
安
全
活
動

☆
事
件
関
係

　
一
、
窃
盗
犯
人
の
検
挙

　
　
昨
年
は
町
内
で
1
4
件
の
窃
盗
事

　
　
件
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
　
o
事
件
が
発
生
し
た
ら
、
撃
ち

　
　
　
に
留
m
番
通
報
。

　
　
O
金
目
の
も
の
は
、
人
目
に
付

　
　
　
か
な
い
よ
う
管
理
し
ま
し
よ
う
。

　
　
O
留
守
に
す
る
時
は
か
な
ら
ず

　
　
　
鍵
を
掛
ま
し
よ
う
。

　
　
o
車
か
ら
離
れ
る
時
は
必
ず
ド

　
　
　
ア
ロ
ッ
ク
を
し
ま
し
よ
う
。

　
　
　
バ
イ
ク
は
ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ
ク

　
　
　
を
し
ま
し
よ
う
。

　
二
、
地
域
安
全
活
動
の
活
性
化

　
　
事
件
の
発
生
し
な
い
地
域
づ
く
り

　
　
O
「
東
郷
町
安
全
な
町
づ
く
り

　
　
　
条
例
」
に
基
づ
く
協
議
会
活

　
　
　
動
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
O
隠
し
事
の
な
い
、
明
る
い
地

　
　
　
域
づ
く
り
。

　
　
O
少
年
補
導
の
強
化
。

　
　
o
「
火
の
用
心
」

　
　
　
毎
年
こ
の
時
期
は
、
火
災
が

　
　
　
多
く
発
生
し
ま
す
、
野
火
は

　
　
　
防
火
用
水
等
を
準
備
し
て
共

　
　
　
同
で
行
い
ま
し
よ
う
。

　
　
　
”
昨
年
の
坪
谷
で
の
山
火
事

　
　
　
を
教
訓
に
し
ま
し
よ
う
”

☆
交
通
事
故
関
係

　
一
、
交
通
違
反
取
締
り

　
　
　
昨
年
は
町
内
で
鵬
件
の
交
通

　
　
事
故
が
発
生
し
、
そ
の
う
ち
1
0

　
　
件
が
人
身
事
故
で
し
た
。
交
通

　
　
事
故
の
原
因
と
な
る
飲
酒
運
転

　
　
や
交
差
点
付
近
で
の
交
通
違
反

　
　
取
締
り
を
実
施
し
ま
す
。

二
、
地
域
安
全
活
動
の
活
性
化

　
o
「
東
郷
町
交
通
安
全
対
策
推
進

　
　
協
議
会
」
主
導
に
よ
る
交
通
事

　
　
故
防
止
活
動
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

　
O
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
対
策

　
　
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

　
o
「
若
者
交
通
安
全
会
」
を
活
性
化

　
　
し
ま
し
よ
う
。

☆
独
居
老
人
へ
の
声
掛
け
の
推
進

一、

ч
�
A
絡
活
動
に
よ
る
声
掛
け

　
　
を
実
施
し
ま
す
。

二
、
悪
質
な
訪
問
販
売
等
に
よ
る
被

　
　
害
防
止
を
図
る
た
め
皆
で
協
力

　
　
し
ま
し
よ
う
。

平成8年の入植の交通事故

町村名 死者 重傷 軽傷 人身
怪我の

ﾝ計
物　損

事故の

ﾝ　計

東郷 0 0 13 9 13 102 111

南郷 0 0 2 1 2 29 30

西郷 0 0 4 4 4 41 45

北郷 0 2 6 5 8 25 30

諸塚 1 2 4 1 7 53 54

椎葉 0 0 0 0 0 52 52

合計 1 4 29 20 34 302 322

※備考　東郷町は美々津管内での件数が入っていません。

文
責
　
久
保

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲2111㈹まで〉

．
冷

い
』

・
ユ

㌧
生置ρ纏

　
寒
い
日
々
が
続
き
ま
す
が
、
皆
さ

ん
は
お
元
気
で
す
か
。

　
東
郷
町
国
保
病
院
の
隣
に
何
や
ら

立
派
な
建
物
が
で
き
つ
つ
あ
り
ま

す
。
皆
さ
ん
は
何
が
で
き
る
か
知
っ

て
い
ま
す
か
。
実
は
東
郷
町
に
お
け

る
今
後
の
健
康
保
険
福
祉
充
実
の
た

め
の
総
合
施
設
が
、
国
の
補
助
を
得

て
（
今
後
の
保
健
福
祉
計
画
が
認
め

ら
れ
、
補
助
金
が
お
り
た
市
町
村
は

今
年
全
国
で
な
ん
と
7
件
、
そ
の
う

ち
の
ー
つ
が
）
完
成
し
ま
す
。
今
ま
で

医
療
、
保
健
、
老
人
福
祉
は
重
な
り

あ
っ
た
部
分
が
あ
り
つ
つ
も
お
互
い

が
独
立
し
て
い
た
た
め
に
い
ろ
ん
な

意
味
で
繁
雑
さ
や
無
駄
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
町
民
の
皆
さ
ん
も
医
療
、

保
健
、
老
人
福
祉
に
つ
い
て
、
ど
こ
の

誰
に
相
談
す
れ
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な

か
っ
た
こ
と
な
ど
も
あ
っ
た
か
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
改
善
す
る
た
め

の
健
康
保
険
福
祉
総
合
施
設
で
す
。

ま
た
、
今
後
重
要
視
さ
れ
る
と
思
わ

れ
る
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

も
、
さ
ら
に
一
歩
進
ん
で
い
く
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
健
康
談
話
。
今
回
は
喫
煙

に
つ
い
て
簡
単
な
が
ら
お
話
し
し
ま
す
。

　
嫌
煙
権
と
か
で
愛
煙
家
は
肩
身
の

狭
い
思
い
を
し
て
い
ま
す
。
公
共
の

場
所
、
乗
り
物
等
で
も
喫
煙
席
と
し

て
区
別
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
全
席

禁
煙
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
喫
煙
は
、
や
は
り
健
康
に
良
い
と

は
い
え
ま
せ
ん
。
ニ
コ
チ
ン
は
血
管

を
収
縮
さ
せ
る
し
、
肺
癌
や
喉
頭
癌
、

食
道
癌
に
な
り
や
す
く
、
肺
機
能
は

低
下
し
胃
に
も
ニ
コ
チ
ン
が
浸
食
し

食
欲
を
落
と
し
ま
す
。
（
口
も
寂
し
く

な
く
、
痩
せ
る
と
い
う
利
点
P
は
あ

り
ま
す
が
）
。
あ
る
報
告
に
よ
る
と
、

煙
草
一
本
で
統
計
学
的
に
は
五
分
三

十
秒
命
を
縮
め
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
す
る
と
一
日
二
十
本
吸
う
人
は

一
日
に
二
時
間
、
十
年
で
一
年
弱
命

を
縮
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、

吸
う
本
人
だ
け
が
悪
く
な
る
の
な
ら
ま

だ
し
も
、
周
り
に
出
る
煙
を
吸
う
こ
と

は
受
動
喫
煙
と
言
わ
れ
直
接
吸
う
人

よ
り
も
悪
く
、
一
緒
に
い
る
友
人
、
夫

や
妻
、
子
ど
も
な
ど
は
吸
う
楽
し
み
も

な
く
害
ば
か
り
で
悲
惨
で
す
。

　
さ
っ
そ
く
今
日
か
ら
節
煙
、
い
や
禁

煙
を
頑
張
っ
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
今
吸
っ
て
い
な
い
人
は
も
う
吸
わ
な

い
方
が
身
の
た
め
で
す
。

　
も
う
時
間
（
字
数
）
が
来
て
し
ま

い
し
ま
し
た
。
今
回
は
こ
の
辺
で
．
、
ま

た
来
月
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。

イ
ギ
リ
ス
発
見
の
旅

　
　
　
　
　
東
郷
中
　
寺
原
可
奈
子

　
「
行
っ
て
来
ま
ー
す
。
」
宮
崎
を
出

発
す
る
と
き
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
十

日
間
が
想
像
を
絶
す
る
も
の
な
ん
て

考
え
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
イ
ギ
リ

ス
が
ど
ん
な
と
こ
ろ
な
の
か
飛
行
機

の
中
で
考
え
な
が
ら
1
2
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。
そ
し
て
い
よ
い
よ
ロ
ン

ド
ン
に
到
着
。
ロ
ン
ド
ン
の
地
を
両

足
で
必
要
以
上
に
強
く
踏
み
し
め
ま

し
た
。
東
郷
町
の
冠
山
の
よ
う
な
す

ご
く
高
い
素
晴
ら
し
い
建
物
が
私
の

目
の
中
に
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。

　
イ
ギ
リ
ス
で
過
ご
し
た
四
日
間
で

一
番
の
思
い
出
は
、
バ
ッ
キ
ン
ガ
ム

宮
殿
、
大
英
博
物
館
、
そ
し
て
ホ
！
ム

ス
テ
ィ
で
す
。
バ
ッ
キ
ン
ガ
ム
宮
殿

で
は
テ
レ
ビ
や
写
真
で
し
か
見
た
こ

と
の
な
い
兵
隊
の
行
進
が
自
分
の
目

の
前
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

行
進
は
今
ま
で
み
た
こ
と
の
な
い
よ

う
な
力
強
い
行
進
で
し
た
。
そ
し
て

大
英
博
物
館
。
何
千
年
も
前
の
も
の

が
現
代
の
私
達
の
心
を
打
つ
こ
と
に

す
ば
ら
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
し

て
い
よ
い
よ
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
。
う
ま

く
話
せ
る
だ
ろ
う
か
、
家
族
に
と
け

込
む
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
、
そ

ん
な
思
い
が
私
の
心
を
埋
め
尽
く
し

て
い
き
ま
し
た
、
し
か
し
、
そ
ん
な
不

安
を
よ
そ
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
家

族
は
話
し
た
い
こ
と
の
半
分
も
話
せ

な
い
私
達
に
優
し
く
微
笑
ん
で
く
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
最
終
日
に
は
寂
し

さ
か
ら
か
朝
食
の
と
き
話
が
途
中
で

と
ぎ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
ん
な

中
時
間
だ
け
が
ど
ん
ど
ん
過
ぎ
て
い

き
い
よ
い
よ
お
別
れ
の
と
き
が
来
ま

し
た
。
二
日
前
か
ら
一
生
懸
命
覚
え

表
紙
へ
牧
水
の
う
た
の
解
説

　
「
あ
わ
た
だ
し
き
歳
か
さ
ね
来
つ

い
ま
迎
ふ
る
今
年
は
い
か
に
あ
ら
む

と
す
ら
む
」
。
こ
の
歌
は
大
正
十
三
年

（一

纉
�
l
・
三
十
九
歳
）
の
正
月

の
作
品
で
『
新
年
述
懐
』
と
題
し
て
七

首
詠
ん
で
い
る
中
の
一
首
で
す
。

　
「
あ
わ
た
だ
し
い
年
を
重
ね
て
、

も
う
自
分
も
四
十
の
歳
月
を
生
き
て

き
た
。
さ
て
今
年
は
ど
ん
な
年
で
あ

ろ
う
か
。
佳
い
年
で
あ
り
た
い
」
と
新

年
を
迎
え
て
の
願
い
を
歌
っ
て
い
ま

す
。　

牧
水
は
大
正
九
年
八
月
、
東
京
で
の

生
活
に
終
止
符
を
う
ち
、
静
岡
県
楊

原
村
上
香
貫
（
現
沼
津
市
）
に
移
転

た
英
語
を
口
か
ら
出
し
ま
し
た
。
「
ア

イ
プ
リ
シ
ェ
イ
ト
ユ
ア
カ
イ

ン
ド
ネ
ス
」
“
あ
な
た
の
真
心
に
心
か

ら
感
謝
し
ま
す
。
”
別
れ
る
と
き
に
は

涙
が
こ
ぼ
れ
そ
う
で
し
た
。
で
も
又

い
つ
か
会
え
る
日
が
来
る
と
信
じ
て

イ
ギ
リ
ス
を
後
に
し
ま
し
た
。

　
こ
の
十
日
間
は
私
に
と
っ
て
最
高

の
宝
物
で
す
。
日
本
で
十
五
年
間
過

ご
し
て
き
た
自
分
を
見
直
す
こ
と
が

で
き
た
し
、
こ
れ
か
ら
の
自
分
を
考

え
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た

方
々
、
そ
し
て
こ
ん
な
体
験
を
さ
せ

て
く
れ
た
両
親
に
心
か
ら
感
謝
し
ま

す
。

し
、
四
年
目
の
正
月
を
迎
え
て
の
詠
草

で
す
。

　
こ
の
歌
と
並
ん
で
「
明
け
て
わ
が

四
十
と
い
へ
る
歳
の
数
を
か
し
き
も

の
に
思
ひ
な
さ
る
れ
」
ど
詠
ん
で
い

ま
す
。
「
を
か
し
き
」
は
「
お
か
し
い
」

で
漢
字
に
直
せ
ば
「
可
笑
し
い
」
と
書

き
ま
す
。
そ
の
頃
は
「
人
生
五
十
年
」

と
言
っ
て
い
た
時
代
で
す
。
「
四
十
の
歳

は
人
ご
と
と
思
っ
て
い
た
が
、
い
つ
の
間
に

か
自
分
も
こ
の
年
に
な
っ
た
の
だ
な
あ
」

と
述
懐
し
て
い
る
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
年
は
亡
父
立
蔵

の
十
三
回
忌
に
当
た
る
の
で
、
牧
水

は
長
男
（
旅
人
・
当
時
十
一
歳
）
を
連

わ
た
な
べ
く
に
ひ
ご

蜜

れ
て
三
月
の
末
、
故
郷
坪
谷
へ
帰
っ
て
き

ま
し
た
。
「
お
隣
の
寅
お
ち
や
ん
に
物
申

す
」
の
歌
を
作
っ
た
時
の
こ
と
で
す
。

　
さ
て
、
平
成
九
年
も
い
よ
い
よ
始
ま

り
ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ
ん
達
に
と
っ
て

佳
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
そ
し
て

東
郷
町
が
ま
す
ま
す
発
展
し
ま
す
よ

う
に
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

ノ
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　　　　　　る鞘8ご’り⑩

町
臨
時
職
員
募
集

　　　　　　お知らせ
《（インフォメーシ 》

　
　
　
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

　
　
　
▽
申
込
期
限
　
平
成
9
年
2
月
末
日

　
　
　
▽
条
　
件
　
2
ヶ
月
以
上
勤
務
す
る

ン
こ
と
と
な
・
髪
・
・
現
在
の
簾

ヨ
保
険
等
を
脱
退
し
て
新
た
に
加
入
で

　
　
　
き
る
方
。

　
　
　
※
詳
し
く
は
役
場
総
務
課
ま
で
お
問

　
　
　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
町
の
臨
時
職
員
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

▽
勤
務
地
　
役
場
及
び
各
出
先
機
関

▽
職
　
種
　
事
務
・
看
護
婦
・
用
務

員
・
調
理
員
・
保
母
等

▽
学
　
歴
　
問
い
ま
せ
ん

▽
期
　
間
　
平
成
9
年
4
月
1
日
～

▽
申
込
方
法
　
役
場
総
務
課
へ
履
歴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

幼
稚
園
児
募
集

く
務
局
及
び
轟
．
寺
門
幼
稚
園
に
お

　
　
　
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を

　
　
　
記
入
の
上
、
入
園
希
望
幼
稚
園
ま
で

　
　
　
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
東
郷
・
下
毛
の
各
幼
稚
園
の
園
児

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▽
入
園
資
格

　
町
内
に
居
住
す
る
満
三
歳
、
満
四

歳
、
満
五
歳
の
幼
児
で
、
募
集
は
次
の

と
お
り
で
す
。

●
東
郷
幼
稚
園
　
満
三
、
四
、
五
歳
児

●
寺
迫
幼
稚
園
　
満
三
、
四
、
五
歳
児

▽
入
園
申
込
方
法

　
入
園
申
込
書
が
、
教
育
委
員
早
事

▽
入
園
申
込
締
切
日

　
平
成
九
年
二
月
二
十
八
日
（
金
）

国
民
年
金
第
3
号
被

保
険
者
特
例
届
出
は

平
成
9
年
3
月
末
迄

　
国
民
年
金
第
3
号
被
保
険
者
と

は
、
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入

し
て
い
る
夫
ま
た
は
妻
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
2
0
歳
以
上
6
0
歳
未
満
の
配
偶

者
で
、
市
町
村
の
国
民
年
金
係
に
第

3
号
被
保
険
者
該
当
届
を
さ
れ
た
方

で
す
。
（
た
だ
し
、
昭
和
6
1
年
4
月
以

降
の
期
間
）

　
こ
の
よ
う
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
方

は
、
扶
養
者
の
会
社
が
変
わ
る
た
び

に
、
第
3
号
被
保
険
者
該
当
の
届
け

を
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
第
3

号
の
届
け
を
し
な
い
と
保
険
料
を
納

め
た
も
の
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
せ

ん
。
（
た
だ
し
、
納
付
期
間
と
し
て
認
め

ら
れ
る
の
は
届
出
か
ら
2
年
前
ま
で

で
、
そ
れ
以
前
は
未
納
と
な
り
ま
す
。
）

　
し
か
し
、
平
成
9
年
3
月
末
日
ま

で
に
届
出
を
す
る
場
合
に
限
っ
て
、

昭
和
6
1
年
4
月
以
降
の
第
3
号
該
当

期
間
は
す
べ
て
納
付
し
た
も
の
と
み

な
す
と
い
う
特
例
が
で
き
ま
し
た
。

会
社
が
変
わ
る
前
、
変
わ
っ
た
後
に

届
出
を
し
た
か
不
安
な
方
は
、
す
ぐ

に
役
場
住
民
課
国
民
年
金
係
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
、

第
1
7
回
牧
水

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

▽
日
時
　
2
月
9
日
（
日
）
8
時
受
付

▽
場
所
　
牧
水
公
園

第
3
回
生
涯
学
習
推
進
大
会

▽
日
時
　
2
月
2
3
日
目
日
＞
9
時
～
1
2
時

▽
場
所
　
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

平
成
8
年
度

東
郷
町
合
同
金
婚
式

　
毎
年
恒
例
と
な
り
ま
し
た
A
口
同
金

婚
式
が
、
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

▽
日
時
　
2
月
1
8
日
（
火
）
1
1
時
～

▽
場
所
　
町
中
央
公
民
館

　
な
お
、
今
年
度
は
3
2
組
が
め
で
た

く
金
婚
式
を
迎
え
ま
す
。

夕
－
ニ
ャ
の

　
　
　
中
国
語
教
室

　
中
国
語
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
P

国
際
交
流
員
の
タ
ー
ニ
ャ
・
ネ
ル
ソ

ン
さ
ん
は
大
学
で
中
国
語
を
専
攻

し
、
日
本
に
来
る
ま
で
の
6
年
間
中

国
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。

　
興
味
の
あ
る
方
は
、
教
育
委
員
会

の
タ
ー
ニ
ャ
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

▽
日
時
　
平
成
9
年
2
月
1
4
日
（
金
）

か
ら
毎
週
金
曜
日
　
午
後
5
時
～
6
時

▽
場
所
　
中
央
公
民
館
第
3
研
修
室

▽
講
師
　
国
際
交
流
員
　
タ
ー
ニ
ャ
・

　
　
　
ネ
ル
ソ
ン

南
郷
村
第
7
回
恋
人

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
カ
ッ
プ
ル
募
集

　
お
と
な
り
の
南
郷
村
恋
人
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
で
は
、
恋
人

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
第
1
部
で
の
メ
モ

リ
ア
ル
カ
ッ
プ
ル
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
近
々
挙
式
予
定
の
方
、
南
郷
村
の

恋
人
の
丘
で
永
遠
の
愛
を
誓
い
、
幸

せ
の
鐘
を
鳴
ら
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時
　
3
月
1
9
日
（
日
）
午
前
1
1
時

▽
場
所
　
恋
人
の
丘

※
詳
し
く
は
、
南
郷
村
役
場
企
画
観

光
課
内
　
恋
人
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
事

務
局
ま
で
囲
0
9
8
2
1
5
9
i
1
5
0
1

行
政
相
談

▽
日
時
　
2
月
1
9
日
（
水
）
9
時
一
1
5
時

▽
場
所
　
役
場
2
階
会
議
室

心
配
こ
と
相
談

▽
日
時
　
2
月
1
8
日
（
火
）
9
時
一
1
5
時

▽
場
所
　
林
業
研
修
館

　
　
　
今
月
の
納
税

固
定
資
産
税
四
期

国
民
健
康
保
険
税
十
期

　
　
　
　
※
納
期
は
二
月
二
十
八
日
ま
で

善
趣

・
灯

忌
明
け
と
し
て
、
次
の
方
か
ら
町

社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の
た

め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
小
野
田
の
畝
原
ユ
キ
子
さ
ん
か
ら

（
正
義
さ
ん
・
6
9
歳
逝
去
）

◎
福
瀬
の
田
邊
八
千
代
さ
ん
か
ら

（
佐
盛
さ
ん
・
7
1
歳
逝
去
）

◎
小
野
田
の
鈴
木
ア
ヤ
子
さ
ん
か
ら

（
速
美
さ
ん
・
6
6
歳
逝
去
）

◎
鶴
野
内
の
若
藤
寅
男
さ
ん
か
ら

（
延
世
さ
ん
・
8
0
歳
逝
去
）

【
訂
正
】
　
－
月
号
の
善
意
の
灯

で
、
”
和
歌
山
県
の
福
岡
カ
ズ
子
さ
ん

か
ら
”
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
稲
岡

ス
ガ
子
さ
ん
の
誤
り
で
し
た
。
お
詫

び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

般
寄
付

　
町
地
域
婦
人
連
絡
協
議
会
か
ら
福

祉
の
た
め
に
と
社
会
福
祉
協
議
会
へ

善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
（
十
二
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

赤
ち
ゃ
ん
の
氏
名

古
　
賀
　
祐
　
貴

保
護
者
名

武
蔵

住
所

越
表

死
亡
　
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

鈴 沖 田 畝

木 田 邊 原 氏

速 ノ＼ 佐 正

美 ツ
　
エ

盛 義 名

66 87 71 69 年

歳 歳 歳 歳 齢

小 田 福 小 住
野 野
田 野 瀬 田 所

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲2111㈹まで〉
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